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認証食品ではない

細胞レベルでは, 放射線により酸化障害が引き起こされる. 天然の抗酸化物質を放射線照射前もしくは後に摂取することで放

射線防護効果がある. ビタミンC, ビタミンE, ビタミンB, フラボノイド, エピガロカテキン, ポリフェノールなどが抗酸化物質

として知られている. ω-3多価不飽和脂肪酸を多く含む食品による防護効果も報告されている.

放射線防護に有用な成分についての報告が多数あるが, 今後それらを用いた臨床試験を行うことでの実用化が望まれる. 

宇宙飛行士に及ぼす放射線誘発細胞障害に対する栄養学的改善

宇宙飛行士は宇宙空間で放射線などの有害物質にさらされ, 長期滞在する宇宙飛行士の眼球や免疫システム, 中枢神経にダ

メージを与えたり, 癌の危険性もある. 細胞レベルでは, 放射線により酸化障害が引き起こされる. 天然の抗酸化物質を放射線

照射前もしくは後に摂取することで放射線防護効果がある. ビタミンC, ビタミンE, ビタミンB, フラボノイド, エピガロカテキ

ン, ポリフェノールなどが抗酸化物質として知られている. ω-3多価不飽和脂肪酸を多く含む食品による防護効果も報告されて

いる. 宇宙飛行士や地上の人々または放射線治療患者を放射線照射のリスクから防御するのは容易いことではない. 的確な防

護効果を報告するためには様々な素材を人で臨床的に試験していかなくてはならない.

有効性評価が述べられている. 

副作用は報告されていない. 
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宇宙飛行士に及ぼす放射線誘発細胞障害に対する栄養学的改善法を検討する.

PubMed

放射線障害・修復・防護などに関する113件の文献を, ①放射線防護効果・細胞反応, ②放射線関連リスク(癌・視覚障害・免

疫機能・中枢神経)に対する防護効果を有する栄養素, の項目で分類しまとめたレビュー


